
　魅力的な首都圏中小企業が集結し、優れた技術や製
品を一堂に展示します！ 都産技研も首都圏ネットワーク
ゾーンおよび次世代ロボットゾーンに出展します。
　皆さまぜひ会場にお越しください。

同時開催：東京都ベンチャー技術大賞表彰式など　
　都内のベンチャー企業が開発事業化した、革新的な技術
や製品を表彰します。舛添要一東京都知事が出席します！
　詳細はホームページ（http://www.sangyo-koryuten.
tokyo）をご覧ください。

第18回中小企業による国内最大級の
トレードショー　産業交流展2015

11月の展示会・イベント情報

開催日 展示会・イベント 会　場 主な内容（予定）

11月12日（木）・13日（金） 第19回 いたばし産業見本市 板橋区立東板橋体育館 光音技術グループ研究紹介

11月13日（金）～ 15日（日） サイエンスアゴラ2015 都産技研 本部 他 見学会・工作教室

11月18日（水）～ 20日（金） Embedded Technology 2015 パシフィコ横浜 情報技術グループ研究紹介

11月18日（水）～ 21日（土） METALEX2015 バンコク国際貿易展示場
（タイ王国）

バンコク支所紹介
無料相談会・セミナー開催

11月20日（金）・21日（土） 第17回 産業ときめきフェア
 in EDOGAWA タワーホール船堀 城東支所紹介

【開催概要】
●日　　時　平成27年11月18日（水）～20日（金）
　　　　　　10：00～ 18：00（最終日17：00終了）
●会　　場　東京ビッグサイト　西1・2ホール
●入 場 料　無料
●特別企画   次世代ロボットゾーン（新規）、クールジャパン

ゾーン、北京市ゾーン、全国ライフサイエンス
ゾーン、ものづくり実演ゾーン、アジアゾーンなど

　　会場

　イベント名

　自衛消防技術審査会（深川消防署主催）が9月10日
に深川消防署内で開催されました。審査会は、消防技術
と防災意識の向上を目的としており、都産技研も消防隊
を結成し、1号消火栓一般事業所の部に参加しました。
各隊員は、炎天下の中で練習を重ね、本番でもその成果
を十分に発揮し、敢闘賞を受賞しました。
　今後とも、帰宅困難者対策を含めた防災訓練や消防
訓練を実施し、災害対応力の向上に努めていきます。

【参加メンバー】
指 揮 者：三木 大輔（情報技術グループ）
1番隊員：網野 智文（財務会計課）
2番隊員：佐野 森（材料技術グループ）

自衛消防審査会に参加

広報室＜本部＞   TEL 03-5530-2521お問い合わせ

8ページ　  右列1行目　（誤）生活空間設計スタジオ　　（正）生活空間計測スタジオ
10ページ　中央列下から19行目　（誤）千葉県　　  　 （正）茨城県

TIRI NEWS 2015年10月号に誤植がございました。
お詫びして訂正いたします。　

産業交流展 2015運営事務局   
TEL 03-3503-7320お問い合わせ

俊敏に放水を行う自衛消防隊員
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表紙の写真は、走査型白色干渉計によるレ
コード表面の拡大画像です。走査型白色干
渉計は、非接触で表面形状・表面性状を
計測する装置です。レコード溝の深さを色分
けして表示することができます。また、レコード
針がこすれる壁のうねりも観察できます。

2015年5月号
石油系溶剤を含まないインキを使用しています。
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図 3　MSE試験のエロージョン部模式図

図 1 化学強化ガラスの応力分布の模式図

図4  MSE試験による測定結果
縦軸が深さ、横軸が強さで、表面から内部に向かって
徐々に弱くなっていることがわかります。

図 2 光弾性法による測定画面

強化ガラス表面強化層の
強度評価技術開発
高度分析開発セクター／株式会社パルメソ

　近年、開発競争が激化しているスマートフォンやタブレット端末。これらに用いられている極薄の強化ガラ
スの新たな評価技術を確立するため、表面強化層の強度評価技術開発を共同研究で行っています。世界標
準の規格化も視野に入れた研究開発の経緯や今後の展望について、お話を伺いました。

　従来、ガラス表面の強度評価に使わ
れてきたのは、光弾性法という測定法で
した。しかし、光弾性法は、曲面や三次
元表面の測定が難しく、深さ方向への
強度分布測定ができないというデメリッ
トがあります。こうした課題解決のため、
（株）パルメソは、MSE（Micro Slurry 
jet Erosion）という試験法を用い、昨年
秋から都産技研との共同研究開発を進
めています。
　「MSE試験は、材料表面の強度を深
さ方向に対して測定できる画期的な方
法です。光弾性による応力測定では困
難だった曲面や三次元表面の測定が
可能なほか、傾斜的な強度を評価する
ことができます。MSE試験法を用いれ
ば、スマートフォンなどに使用されている
化学強化ガラスの測定においても、ガラ
スという特殊な性格の材料ゆえに新た
な試験条件を開発する必要がありまし
た。試験条件の定量性向上のために
は、当社にはない光弾性や材料評価の
測定機器を持ち、経験や知見も深い都
産技研のサポートは、不可欠でした」
（（株）パルメソ 松原氏）。

　以前から、都産技研は“新規細分化
法によるナノ粒子の作製”をテーマに基
盤研究を行っており、この研究を通じて
（株）パルメソと連携を図っていました。こ

の研究は、MSE試験で削られた摩耗粉
に着目し、製造されたナノ粒子を利用し
た機能性材料の開発などを目指してい
ます。この研究を足掛かりとして、昨年
11月からスタートしたのが、今回の共同
研究です。
　「強化ガラスは昔に比べ、格段に強
度が高まっていますが、光弾性法の測
定値は、あくまでも目安であり、詳細を示
しているとは言い難いものです。私たち
は、詳細な変化が定量性の高い数値と
して目に見える評価技術・評価装置を
作ることを目指しています。それにより素
材のメカニズムそのものへの理解が深
まり、さらに品質の高い強化ガラス開発
につながると考えています」（川口主任
研究員）。

　スタートから約１年を経て、産業製品
の測定技術としては十分な裏付けデー
タが得られ、一つの大きな山場は越えた
と松原氏は言います。
　「より硬いものを評価できるだけでな
く、三次元形状や色付きのガラスも測
定できるため、ウェアラブル端末など、こ
れまで難しかった小型・複雑形状品の
評価が可能となり、新製品開発に大き
な役割を果たせるでしょう。また、化学強
化ガラスだけではなく、物理強化ガラス
への応用も今後の展開として考えてい
ます」（松原氏）。
　さらに、世界標準としての規格化も視
野に入れた精度向上を目指していると

川口主任研究員はいいます。
　「例えば、曲面形状の素材など、さまざ
まな条件においてデータ比較をするとな
ると、再現性・定量性が要求されます。
平板形状であれば可能ですが、複雑形
状となると、まだまだ実験数が足りませ
ん。その場合、パラメーターとなる投射材
に含まれる粒子の大きさ・形を一定に
することが肝心です。技術的には非常
に難しいため、まずはデータを積み重ね
ていくしかありません。これが可能になれ
ば、標準化・規格化への道が開けるで
しょう」（川口主任研究員）。

　化学強化ガラスは、溶融塩に浸漬してイオン交換すること
で、ガラス表面に圧縮応力を発生させ、強度を向上させていま
す（図1）。同じ厚みのガラスよりも5倍以上の強度があるた
め、近年スマートフォンなどで利用が拡大しています。
　これまでガラスの強度評価には、光弾性法という技術が利
用されてきました。光弾性法とは、ガラス表面の圧縮応力を光
の干渉縞の間隔で評価する方法です（図2）。

化学強化ガラスと光弾性法による強度評価技術
　MSE試験とは、純水・空気・投射粒子を混ぜたスラリーを
高速に投射し、深さ方向へのエロージョン率で材料表面の強
度を評価する技術です（図3）。都産技研で行った光弾性法に
よる強度評価試験、元素分析・深さ分析結果と比較すること
で、強化ガラスの表面強化層に対する強度評価をする際の
MSE試験の最適条件を見いだしました。これにより、光弾性法
を越えた評価法として提供することが可能になりました。さらに、
小さな試験片に対しても深さ方向の微妙な強度分布を評価す
ることができるようになりました。

MSE試験による強度評価技術

高度分析開発セクター＜本部＞　TEL 03-5350-2150お問い合わせ

開発メンバー

POINTKEY

株式会社パルメソ
代表取締役

松原 亨氏

都産技研 高度分析開発セクター
主任研究員

川口 雅弘

強化ガラスの測定が
強度評価の課題

世界標準の規格化も視野に

評価技術の確立で
高品質な強化ガラス開発を可能に

　高度分析開発セクターは、高機能な測定機器を揃え、中小
企業の方々に利用していただくとともに、企業との共同研究や
独自の研究開発に取り組んでいる部門です。
　ライセンスを取得すれば、高性能な機器を自由に利用してい
ただける「機器利用ライセンス制度」も導入し、開発の場の提

高機能な測定装置で製品開発をサポート 高度分析開発セクター長 上野 博志

供に重点を置いています。また、新たな機能性材料の開発や
評価・分析方法の開発は、注力しているテーマの一つであり、
共同研究以外にも独自に測定手法の開発を進めています。さ
まざまな測定機器やノウハウを持っておりますので、ぜひご活
用ください。

研究紹介

特集 技術開発支援部3セクター

光弾性法のデメリット
①曲面や三次元表面の測定が困難
②深さ方向への強度分布測定が困難 投射粒子
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図 3　MSE試験のエロージョン部模式図

図 1 化学強化ガラスの応力分布の模式図

図4  MSE試験による測定結果
縦軸が深さ、横軸が強さで、表面から内部に向かって
徐々に弱くなっていることがわかります。

図 2 光弾性法による測定画面

強化ガラス表面強化層の
強度評価技術開発
高度分析開発セクター／株式会社パルメソ
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れてきたのは、光弾性法という測定法で
した。しかし、光弾性法は、曲面や三次
元表面の測定が難しく、深さ方向への
強度分布測定ができないというデメリッ
トがあります。こうした課題解決のため、
（株）パルメソは、MSE（Micro Slurry 
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めています。
　「MSE試験は、材料表面の強度を深
さ方向に対して測定できる画期的な方
法です。光弾性による応力測定では困
難だった曲面や三次元表面の測定が
可能なほか、傾斜的な強度を評価する
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測定機器を持ち、経験や知見も深い都
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（株）パルメソと連携を図っていました。こ

の研究は、MSE試験で削られた摩耗粉
に着目し、製造されたナノ粒子を利用し
た機能性材料の開発などを目指してい
ます。この研究を足掛かりとして、昨年
11月からスタートしたのが、今回の共同
研究です。
　「強化ガラスは昔に比べ、格段に強
度が高まっていますが、光弾性法の測
定値は、あくまでも目安であり、詳細を示
しているとは言い難いものです。私たち
は、詳細な変化が定量性の高い数値と
して目に見える評価技術・評価装置を
作ることを目指しています。それにより素
材のメカニズムそのものへの理解が深
まり、さらに品質の高い強化ガラス開発
につながると考えています」（川口主任
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の測定技術としては十分な裏付けデー
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ると、再現性・定量性が要求されます。
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ん。その場合、パラメーターとなる投射材
に含まれる粒子の大きさ・形を一定に
することが肝心です。技術的には非常
に難しいため、まずはデータを積み重ね
ていくしかありません。これが可能になれ
ば、標準化・規格化への道が開けるで
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す（図1）。同じ厚みのガラスよりも5倍以上の強度があるた
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度を評価する技術です（図3）。都産技研で行った光弾性法に
よる強度評価試験、元素分析・深さ分析結果と比較すること
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研究紹介

特集 技術開発支援部3セクター
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システムデザインセクター＜本部＞　TEL 03-5530-2180お問い合わせ

合同会社ダイレクトメール推進協
議会代表。全国でセミナー講師、
企業向け研修および企業向け
販促コンサルティング、大手企業
の販促物の監修などを実施。

田中 康生 氏

売れる販促の全体をつかむ
　システムデザインセクターでは、販売促進企画講座を毎年開催し、今年度で第5期となります。本講座
は、自社商品やサービスの良さを見いだし、新たな販売先にアプローチしていく方法をワークショップを通
じて身に着けていただく内容となっています。
　今回は、8月27日（木）に開催した第6回目の「売れる販促の全体をつかむ」をご紹介します。

　システムデザインセクターは、製品デザインや試作支援など
のものづくりだけでなく、中小企業の製品企画力向上のため、
人材育成として数多くのセミナーや企画講座を催しています。
その一環である今回の講座の目的は、販売促進の“セオリー”
を身に着けていただくことです。販促は、ツールを作成したら終わ

　マーケティング戦略を考える上で基
本となる手法を講義。自社の強み・弱
みをロジカルに整理して把握する
「SWOT分析」、「TOWS分析」につい
て解説しました。その分析に基づいて

導き出されるのが「USP（「特徴＋強み
＋メリット」を表現すること）」です。USP
を抽出することができなければ、お客さ
まに伝えたいことがブレてしまい、良い
販促物をつくることはできません。

　販促企画の精度を上げるためには、
市場トレンドや顧客志向、競合分析を
しっかり行うことが重要です。そのため
には、外部環境データに基づく分析が
必要不可欠。その分析に活用すること
ができる政府統計データが開示されて
いる参考サイトを紹介。受講者はパソコ
ンで統計データを確認し、自社商品に
合った分析を模索しながら、販促プラン
やツール作成のヒントを見いだしました。 政府統計データ／ e-stat（http://e-stat.go.jp/）

講座レポート
USPを抽出できなければ販促物はつくれない

市場データからターゲットと商品を明確化、顧客目線で戦略を考える

USPに市場データをミックスし、より戦略的な販促展開を

　外部環境データから得た情
報とUSPを照らし合わせ、さらに
細かく顧客ターゲットを分析する
STP戦略を実践しました。受講
者は、自社製品について調べた
結果を活発に発表し、田中氏か
らアドバイスを受けました。

　明確化された顧客ターゲット
とUSPをもとに、販促したい製
品の魅力や値ごろ感、購入の際
の理由付けを整理してシートに
記載し、その結果を受講者が発
表しました。田中氏は、「販促は、
つくることが目的ではなく売れる
ことが目的。製品を購入すること
で、購入した企業や消費者がど
う変わるかを常に考えることが重
要」と強調しました。

購入することでどのような効果が得られるのか、
それを期待して消費者は購入する

[販売促進企画講座 カリキュラム]
●第1回 7/2（木）10:00～ 17:00
　事業を戦略的に考える
　勝てるアイデアの見つけ方
●第2回 7/9（木）10:00～ 17:00
　勝てるアイデアの育て方
●第3回 7/16（木）10:00～ 17:00
　誰でもできる企画の基本
●第4回 7/23（木）10:00～ 12:00＜自由受講＞
　経営計画を考える①
●第5回 7/30（木）10:00～ 12:00＜自由受講＞
　経営計画を考える②
●第6回 8/27（木）10:00～ 17:00
　売れる販促の全体をつかむ
●第7回 9/17（木）13:00～ 17:00
　顧客の気持ちをつかむツールとは
●第8回 10/1（木）13:00～ 17:00
　実践！ツールの使い方
●第9回 10/8（木）13:00～ 17:00
　集客力をアップするイベント企画
●第10回 10/22（木）10:00～ 17:00
　響くキャッチコピーとは？
●第11回 10/29（木）10:00～ 17:00
　コピーで売り上げを伸ばす！
●第12回 11/26（木）10:00～ 17:00
　販促ツールを診断する！
平成28年
●第13回 1/19（火）10:00～ 17:00
　マーケティングでチラシ・DMを強化する！
●第14回 1/26（火）10:00～ 17:00
　強いチラシ・DMを設計する！
●第15回 2/2（火）10:00～ 17:00
　売れる、集まる
　ホームページの必須ポイント
●第16回 2/9（火）10:00～ 17:00
　お金をかけずにWEBから
　問い合わせや受注を増やす方法

　今年度の販売促進企画講座の申し込みは、終了して
います。来年度の募集は、平成28年6月ごろを予定して
います。募集は、都産技研ホームページでご案内します。

　販売促進を行う上で、意外と行われていないのが市場データ
の活用です。客観的事実に基づくデータを活用することを習慣
付けることで、戦略・戦術のない自己満足型の販促から脱却
できると気付かれた方が多いのではないでしょうか。今後も受講
者の方々にきっかけづくりと気付きを与えていきたいと思います。

講師紹介

講座を通し、販売促進のセオリーを身に着けていただく

　「販売促進企画講座」は、７月に第１回目の講座がスタートし、平成28年２月までに
全16回行います。講師には、広告やマーケティング等各業界で活躍著しい方々を
お招きし、“売れる販促”について、さまざまなアプローチから講義していただきます。

システムデザインセクター長 薬師寺 千尋

●開催日時：平成27年8月27日（木）　●会場：都産技研 本部　●講師：田中 康生氏

都産技研の協力で自社商品を開発し、その商品の販売促
進のために講座を受講しました。具体的にステップを教えて
いただけ、販売経験のない私でも、とてもわかりやすい内容
で、実践することができました。

社内で販促活動に重点を置いていることから、講座を受講し
ました。仕事をしながらの日常では、勉強する機会が持てない
ので、とてもためになります。教えていただいたことを意識し
て、業務につなげていきたいと思います。

りではありません。デザイナーや担当者がパートナー企業にとっ
て最良のものをロジカルにコンサルティングできることを目指し
ています。
　今後も、ものづくりの開発やブランディング、事業化構築等を
通して、多くの方々の活躍の場が増えるよう取り組んでいきます。

受講者
の声

受講者
の声

販売促進
企画講座
紹介
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　安全で信頼性の高い製品開発を支援する実証試験セクター。多くのお客さまにご利用いただいて
おり、平成23年度の開設時に約30,000件であった利用実績※は、平成26年度には約67,000件
まで増加しました。お客さまのニーズにお応えするための取り組みをご紹介します。　　　　　

※依頼試験と機器利用の合計利用実績

　より多くの企業にご活用いただけるよう、新規格･試験に対応
した設備の導入をはじめ、JCSSやJNLAの認定登録による信
頼性の向上、多岐に渡る試験･評価機器の概要をわかりやすく
まとめた小冊子の発行、ホームページ上から機器が予約できる
オンライン予約システムの導入など、開設当初からさまざまな取
り組みを行ってきました。
　技術相談では、故障解析や輸入製品の性能評価など、相談
内容は多岐に渡ります。単に試験や評価を行うだけでなく、日頃
からお客さまとのコミュニケーションを大切にしてニーズを的確に
把握し、課題解決に向けた対応策を提案するなど、より踏み込
んだ支援ができるよう努めています。
　また、航空機産業の伸長など、産業界の動向に応じて求めら
れる技術や試験も大きく変化しています。新しい技術や試験に
も対応できるよう、研究員の技術力向上や試験方法のマニュア
ル作成などによって、お客さまのニーズに対応した、より質の高
いサービス提供につながるよう心がけています。

　環境試験設備として減圧恒温槽を2台導入※し、平成27年4
月より依頼試験としてご利用いただいています。
　近年では、航空機や山岳地帯などで電子機器、通信機器等
が使用される機会が増加しています。気圧の低い環境で受ける
温度変化や圧力ストレスを模擬した環境試験に本設備をご活
用ください。
※本設備は、平成25年度経済産業省補正予算事業「地域オープンイノベーション促進
事業」により整備しました。

　電気（直流抵抗器）、温度（熱電対）区分でJCSS（計量法
校正事業者登録制度）認定を受けており、中小企業の国際化
支援を進めてきました。昨年度には、鉄鋼・非鉄金属の金属材
料引張試験に対してJNLA（工業標準化法試験事業者登録
制度）で認定を受けることができました。いずれの分野において
も国際MRA対応事業者となっているため、発行する校正証明
書および試験報告書には国際相互承認シンボルが付与されま
す。これにより、国際的に通用する試験結果として製品輸出時
の品質評価などにもご利用いただけます。
　今後は、ニーズの高い強度試験や硬さ試験でのJNLA認定
取得へ取り組んでいきます。

　高精度な電気計測の校正装置およびシステムの開発を行っ
ているMTAジャパン（株）と共同研究を行いました。
　多くの製造業では、デジタルマルチメータを利用して電気測
定を行っており、正しい測定を行うには校正試験が必要です。校
正試験の標準器となるのは、キャリブレータと呼ばれる多様な電
気量を発生する装置です。実証試験セクターでは、以前からキャ
リブレータに対して、国家標準へトレーサビリティの確保を行い、
多くの試験を実施してきました。その技術とノウハウを活かして
キャリブレータ自体を評価するために用いる分圧器（DIVIDER）
と自動評価システムの開発を支援しました。
　MTAジャパン（株）では、本開発品を利用して、まずマレーシ
アで校正事業を開始し、その後は東南アジア各国での事業拡
大を予定しています。

製品開発のパートナーとして
中小企業のものづくりを支援

実証試験セクター＜本部＞　TEL 03-5530-2193お問い合わせ

セクター
紹介
実証試験
セクター

　実証試験セクターには、環境試験関連の相談から機器利用
まで対応する「環境試験」、製品や材料の強さや硬さを試験す
る「製品･材料強度」、電気･温度計測器の校正試験や熱拡散
率測定の機器利用をサポートする「電気･温度試験」の3つの
技術分野があります。それぞれが高い専門性を持ちサービスを

セクターの強みを活かし、支援体制を強化 実証試験セクター長 大久保 一宏

提供しています。
　今後も、ニーズや新規格に対応した設備と技術相談･アドバ
イスの充実をはじめ、より一層のサービス向上を図っていきたい
と考えています。

特集 技術開発支援部3セクター

より良いサービス提供のために

減圧恒温槽の導入による航空機産業参入支援

JCSS、JNLA認定登録による信頼性の向上

高い校正技術を活かした評価機器の開発

●主な仕様

槽内寸法　 幅1,000 ×高さ1,000 ×奥行1,000［mm］

圧力設定範囲 90 kPa（高度 約1km）～1.1 kPa（高度 約30km）

圧力下降時間 大気圧から1.1 kPaまで　約20分

温度設定範囲 －70℃ ～ ＋140℃（減圧運転時）

温度下降時間 ＋20℃ ～ －70℃まで　約60分

外部端子 電源用（4P×2）、信号用（同軸N型×3）

種　別

●JCSS校正範囲

温　度

電　気

校正手法の
区分

接触式温度計

直流・低周波
計測器等

種　類

熱電対
（比較校正法）

直流抵抗器

校正範囲および
最高測定能力

（信頼の水準約95％）

200℃以上
1000℃以下
2.5℃

1 Ω 2.6 ppm
100 Ω 2.8 ppm
10 kΩ 2.7 ppm

種　別

●JNLA試験範囲

鉄　鋼
非鉄金属

試験方法の
区分

金属材料
引張試験

対象試験品

引張試験片

対象JIS

JIS Z 2241
・引張強さ、伸び、絞りの
  測定に限る
・試験片は4号および
  5号に限る

1試験条件2時間につき

2時間を超える場合は2時間ごとに

中小企業料金

￥8,124

￥4,344

一般料金

￥14,059

￥6,498

設備

試験サービス

共同研究

試験ごとに試験・評価機器の
概要をまとめた小冊子を発行

減圧恒温槽

槽内は広く、比較的大型
の製品も試験可能 共同研究により開発した分圧器と自動評価システム

●料金表〔減圧試験〕

実証試験セクター一丸となってサービス向上に取り組んでいます
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ロボット大集合工作教室・体験・実演・紹介

（株）松浦機械製作所 常務取締役 天谷 浩一氏
　ものづくりへの活用が始
まり、注目の集まる金属
AM※（3Dプリンター）。世
界初の金属光造形複合
加工機LUMEXによる、金
型・航空・医療産業への
適応事例を交え、そのメリッ
トを紹介いただきました。

（株）移動ロボット研究所 代表取締役 小栁 栄次氏
　福島第一原子力発電所
の災害時に活躍したレス
キューロボットQuinceの開
発経緯や走行実験の様
子の紹介とともに、ロボット
の実演も行われました。

　東京大学大学院 航空宇宙工学専攻 教授 鈴木 真二氏
　小型無人機（ドローン）
について、各産業での利
用の可能性と安全性確保
のための方策について講
演いただきました。小型無
人機の原理や歴史ととも
に、課題や航空法改正な
どの制度面での最新情報
も紹介いただきました。

岡本硝子（株） 取締役 高橋 弘氏
　下町企業の活性化と技
術伝承、下請け体質から
の脱却を見据えて始まった
「江戸っ子1号」プロジェク
ト。プロジェクトの成果を事
業化に結びつけていくた
め、現在どのような取り組
みを進めているかを紹介い
ただきました。

最新AM技術と今後の展望を語る 災害対応ロボットの可能性

　9月11日（金）・12日（土）、さまざまなプログラムを通じて都産技研の技術を体感できる
「INNOVESTA! 2015」を本部で開催しました。11日のビジネスデーは、中小企業向けに実践的な
ワークショップや幅広いテーマの特別講演を、12日のファミリーデーは、親子で楽しめるさまざまなプ
ログラムを開催しました。2日間で約2,200名の方々にご来場いただき、都産技研の事業を多くの
方々に知っていただくことができました。

都産技研が注力して取り組んでいる分野や現在注目を集めるテーマの特別講演を行いました。

広報室＜本部＞　TEL 03-5530-2521お問い合わせ

開催報告

特別講演

都産技研が開発した最新のロボットなどを展示技術のおもしろさに触れて、驚きと感嘆の声が響く

　各講演後、来場者同士や
講演者との交流の場として、
名刺交換会を開催しました。

小型無人機が拓く「空の産業革命」とは？ 江戸っ子1号プロジェクト
　～産官学による連携の成果を事業化へ～

　分光応答度測定装
置を用い、シリコンフォト
ダイオードとＶλ受光器
の分光応答度を測定し
ました。

光センサの分光応答度測定

　遠心ポンプの設計解
析ソフト「Vista CPD」を
実際に使用し、遠心ポ
ンプの設計と解析の流
れを体験していただきま
した。

流体解析体験セミナー -遠心ポンプの流体解析-

ワークショップ

名刺交換会

　欧州をターゲットに事業拡大を図る中小企業向けに、
EU全体や各国の市場予測・動向について、データを基
に説明。製品に求められる安全設計の要点を解説したほ
か、国際標準規格の製品開発への活かし方などを紹介
しました。

MTEP海外展開特別セミナー

一般の方に、都産技研の事業を紹介するとともに、さまざまな工作教室や実験を
通じて、技術や研究開発のプロセス、成果を体験していただきました。

特別企画

急募！！ ミックスジュースで火星ロケットを
飛ばす未来の研究者！！

3Dプリンターで作ったおもちゃを掘り
出そう！

案内ロボット（都産技研開発）と来場者
の写真を撮影するカメラマンロボット
（芝浦工業大学開発）

セラピー効果があるアザラシ型ロボット
「パロ」（産業技術総合研究所開発）

3DスキャナーとAM（3Dプリンター）に
よる自分のミニチュアフィギュア製作

（協力：東京消防庁深川消防署）

・ミニチュアフィギュアを
つくろう！

・楽しみながら学べる　
サイエンスショー

・消防体験

9月11日金 ビジネスデー

「AM技術の歴史から日本の現状まで、改めてわ
かりやすくまとめて伺うことができ、大変勉強にな
りました」

「今や世界的に注目されるロボット産業について
最前線のお話を伺うことができ、とても有意義でし
た。自社だけで対応できる産業ではないので、産学
工連携により取り組んでいきたいです」

「小型無人機の具体的な導入を検討中です。学
術的な視点も含めた最新の研究について聞くだ
けでなく、名刺交換会を通じて講師の方と実際に
面識を持つことができ、大変貴重な機会でした」

9月12日土 ファミリーデー
お客さまの
声

お客さまの
声

お客さまの
声

すず合金のオリジナル鋳物づくり音のおもしろ実験室-糸電話のふしぎ-

ソフトの使い方を丁寧に解説

装置内部を確認しながら実演

レスキューロボットQuinceの実演金属AMのものづくりへの活用を紹介

小型無人機に関する研究開発の最前線
を紹介 1階ロビーには江戸っ子1号を展示

※Additive Manufacturing
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ンプの設計と解析の流
れを体験していただきま
した。

流体解析体験セミナー -遠心ポンプの流体解析-

ワークショップ

名刺交換会

　欧州をターゲットに事業拡大を図る中小企業向けに、
EU全体や各国の市場予測・動向について、データを基
に説明。製品に求められる安全設計の要点を解説したほ
か、国際標準規格の製品開発への活かし方などを紹介
しました。

MTEP海外展開特別セミナー

一般の方に、都産技研の事業を紹介するとともに、さまざまな工作教室や実験を
通じて、技術や研究開発のプロセス、成果を体験していただきました。

特別企画

急募！！ ミックスジュースで火星ロケットを
飛ばす未来の研究者！！

3Dプリンターで作ったおもちゃを掘り
出そう！

案内ロボット（都産技研開発）と来場者
の写真を撮影するカメラマンロボット
（芝浦工業大学開発）

セラピー効果があるアザラシ型ロボット
「パロ」（産業技術総合研究所開発）

3DスキャナーとAM（3Dプリンター）に
よる自分のミニチュアフィギュア製作

（協力：東京消防庁深川消防署）

・ミニチュアフィギュアを
つくろう！

・楽しみながら学べる　
サイエンスショー

・消防体験

9月11日金 ビジネスデー

「AM技術の歴史から日本の現状まで、改めてわ
かりやすくまとめて伺うことができ、大変勉強にな
りました」

「今や世界的に注目されるロボット産業について
最前線のお話を伺うことができ、とても有意義でし
た。自社だけで対応できる産業ではないので、産学
工連携により取り組んでいきたいです」

「小型無人機の具体的な導入を検討中です。学
術的な視点も含めた最新の研究について聞くだ
けでなく、名刺交換会を通じて講師の方と実際に
面識を持つことができ、大変貴重な機会でした」

9月12日土 ファミリーデー
お客さまの
声

お客さまの
声

お客さまの
声

すず合金のオリジナル鋳物づくり音のおもしろ実験室-糸電話のふしぎ-

ソフトの使い方を丁寧に解説

装置内部を確認しながら実演

レスキューロボットQuinceの実演金属AMのものづくりへの活用を紹介

小型無人機に関する研究開発の最前線
を紹介 1階ロビーには江戸っ子1号を展示

※Additive Manufacturing
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お客さまの課題解決をサポートし、
“ものづくり”に関わる実感から生まれるやりがい

　私は、大手メーカーの企業城下町で
育ったため、周囲は理系の大人ばかり
でした。壊れた機械を自らの手で直して
しまう大人たちへの憧れもあり、工業高
等専門学校に進学しました。機械工学
の魅力は、何といってもそれが目に見え
て直接、“ものづくり”に関わっている実
感を得られることです。
　現在、都産技研では、製品強度の
測定を担当しています。ひと口に製品
強度といっても、引張、圧縮、曲げ、硬

さ、ねじりなどさまざまで、用途によって
10種類以上の装置を使い分けていま
す。お客さまは、多様な製品の強度試
験を希望されますので、個々の製品に
合わせた試験方法や条件を提案して
います。

　お客さまへの技術支援を行う一方
で、専門分野の研究開発も進めていま
す。行き詰まってしまうこともありますが、
以前、何かの本で知った「やれることを
とことんやって失敗したならば、誰も責め

　私は、総務課庶務係に所属し、食堂・
送迎バスの管理や職員研修、健康診
断などを担当しています。依頼試験や研
究の分野が多岐に渡り、放射線や有機
溶剤の特定業務に従事する研究員も
多い都産技研において、健康診断は重
要な業務の一つです。健康診断の結果
を産業医がチェックし、それぞれの研究

員にフィードバックを行うなど、健康管理
に気をつけています。
　庶務係の業務は、研究員の日常業
務と密接に関わっています。直接、お客
さまと接する機会は少ないですが、自分
の担当する業務が研究員を通じて、都
産技研のサービスにつながっていること
を意識して取り組んでいます。

ない」という言葉を心に刻んで、日々研
究に取り組んでいます。
　今後の私の夢は、企業と共同研究
を行い、自分が関わった製品が市場に
出て、世の中の人に使っていただくこと
です。
　東京都の産業を支える中小企業は、
得意分野においては、大企業に引けを
とらない実力を持っていると感じていま
す。そんな方々の課題解決をサポートで
き、実際にそれらの製品を手にできる都
産技研での業務は、この上ないやりが
いにあふれています。

金属AMを活用し、量産用金型の製
造を主力事業に成長させようと取り組ん
でいる（株）J・3D。平成25年9月に最
初の金属AMを導入し、主に自動車産
業向けの試作開発用ダイキャスト金型
を手がけています。金属AMを活用した
事業は、技術も環境もまだ模索が続く
段階だと代表取締役の高関氏はいい
ます。
試作開発用ダイキャスト金型の製造

は、従来製法では納品まで2ヶ月かかり
ますが、金属AMなら1週間程度で可
能です。コストも従来技術で単品製造す
るより、概ね低く抑えることができます。
そのため、開発の工期やコストの削減に
つながると評価され、同社は複数社の
自動車メーカーから受注を得ています。

試作開発用ダイキャスト金型が評価
される一方、金属AMによる量産用金
型は、トータルコストが従来品よりも高く
なるため、受注に結びついていません。

そこで同社では、従来技術では困難
な三次元水管入りの量産用樹脂金型
の製造に着目（左図）。「三次元水管に
よる冷却効率の向上で、樹脂の焼き付
き防止、成形サイクルや造形品の品質
向上が図れます。大型の樹脂金型に対
しては、従来製法に加え、三次元水管
が必要な部分だけ金属AMを用いる、ハ
イブリッド造型を提案するなど、金属AM
による金型の利用拡大に努めています」
（高関氏）。
さらに、ものづくりの考え方そのもの
の変化にも期待していると高関氏は言
います。「現在は自動車をはじめ、多くの
製品が少品種大量生産です。それらの
製品を今後オーダーメード化するような
時代が来れば、金属AMで最終製品を
製造することもあり得るのではないで
しょうか」

「欧州では金属AMによる最終製品
の市場が拡大しています。これまでの
試作品づくりとは異なり、品質管理に
対する要求の高まりを強く感じていま
す」とMaterialise NVのMotte氏 は
いいます。
同社は、ベルギーにおいて金属AM

を含む120台以上のAMを備える工場
を稼働させ、医療用インプラントなどを製
造しています。

「金属AMで製造したインプラントは、
人の体内で何十年と使われる可能性
があります。何かあったときに検証できる
品質管理体制が必要だと私たちは考え
ます」（Motte氏）。
インプラントのように一つ一つ形状の
異なる製品の品質管理には、設計デー
タ、製造条件（造形方法、積層ピッチ、
材料など）、造形領域における配置、同
時に造形された部品の有無や形状など
を記録し、再現検証できることが重要で
す。AM用のデータ設計ソフトウェアなど
も提供する同社では、造形品にシリア
ルコードを付記し、トレーサビリティを確
保する管理システムを開発。金属AM
における造形品の品質管理支援をこの
ソフトウェアの提供を通じて支援してい
ます。

金属AMを活用した事業が軌道に乗
りつつあります。まだ課題は多くあります
が、その解決に向けた意欲的な挑戦が
続けられています。

都産技研でも機器利用サービスが
始まった金属AM。製品製造に利
用されている企業にお話を伺いま
した。　　※Additive Manufacturing

最近注目されている技術を
取り上げてご紹介します

工業高等専門学校時代から機
械工学を学び、大学では「セラミッ
クスの拡散接合」を研究。趣味は
剣道、畑仕事、相撲鑑賞。

実証試験セクター
副主任研究員

梅津 晴香

総務課　
主事

個々の製品に寄り添った
試験を提案

試作金型の工期・コスト削減を
実現する金属AM

いつもは機械に囲まれ
ている生活。休日の農
作業はホッとするひと
ときです
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小林 貞人氏
マテリアライズジャパン株式会社
Software for AM Group Manager

従来技術では困難な
量産用金型を提案

最終製品の製造で必要となる
トレーサビリティの確保

総務課＜本部＞　TEL 03-5530-2750お問い合わせ

実証試験セクター＜本部＞　TEL 03-5530-2193お問い合わせ

共同研究で開発した製品を
実際に目にし、使ってほしい

都産技研のサービスを支える

こ　  ぶ　ね　　 さ　と　　し

管理部門編

う　め　 つ　  　は　る　 か

三次元水管を配置した金型の構造図 Materialise NVのAM工場。金属AMを含め、120台以上
のAMを備える。（写真は樹脂AM）

「フレームワーク使いこなしブック」
吉澤 準特／日本能率協会マネジメントセンター 
ISBN 978-4-820-74662-1
この本から学んだ論理的思考が、研究計画づくりに役立っています

わたしの
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　魅力的な首都圏中小企業が集結し、優れた技術や製
品を一堂に展示します！ 都産技研も首都圏ネットワーク
ゾーンおよび次世代ロボットゾーンに出展します。
　皆さまぜひ会場にお越しください。

同時開催：東京都ベンチャー技術大賞表彰式など　
　都内のベンチャー企業が開発事業化した、革新的な技術
や製品を表彰します。舛添要一東京都知事が出席します！
　詳細はホームページ（http://www.sangyo-koryuten.
tokyo）をご覧ください。

第18回中小企業による国内最大級の
トレードショー　産業交流展2015

11月の展示会・イベント情報

開催日 展示会・イベント 会　場 主な内容（予定）

11月12日（木）・13日（金） 第19回 いたばし産業見本市 板橋区立東板橋体育館 光音技術グループ研究紹介

11月13日（金）～ 15日（日） サイエンスアゴラ2015 都産技研 本部 他 見学会・工作教室

11月18日（水）～ 20日（金） Embedded Technology 2015 パシフィコ横浜 情報技術グループ研究紹介

11月18日（水）～ 21日（土） METALEX2015 バンコク国際貿易展示場
（タイ王国）

バンコク支所紹介
無料相談会・セミナー開催

11月20日（金）・21日（土） 第17回 産業ときめきフェア
 in EDOGAWA タワーホール船堀 城東支所紹介

【開催概要】
●日　　時　平成27年11月18日（水）～20日（金）
　　　　　　10：00～ 18：00（最終日17：00終了）
●会　　場　東京ビッグサイト　西1・2ホール
●入 場 料　無料
●特別企画   次世代ロボットゾーン（新規）、クールジャパン

ゾーン、北京市ゾーン、全国ライフサイエンス
ゾーン、ものづくり実演ゾーン、アジアゾーンなど

　　会場

　イベント名

　自衛消防技術審査会（深川消防署主催）が9月10日
に深川消防署内で開催されました。審査会は、消防技術
と防災意識の向上を目的としており、都産技研も消防隊
を結成し、1号消火栓一般事業所の部に参加しました。
各隊員は、炎天下の中で練習を重ね、本番でもその成果
を十分に発揮し、敢闘賞を受賞しました。
　今後とも、帰宅困難者対策を含めた防災訓練や消防
訓練を実施し、災害対応力の向上に努めていきます。

【参加メンバー】
指 揮 者：三木 大輔（情報技術グループ）
1番隊員：網野 智文（財務会計課）
2番隊員：佐野 森（材料技術グループ）

自衛消防審査会に参加

広報室＜本部＞   TEL 03-5530-2521お問い合わせ

8ページ　  右列1行目　（誤）生活空間設計スタジオ　　（正）生活空間計測スタジオ
10ページ　中央列下から19行目　（誤）千葉県　　  　 （正）茨城県

TIRI NEWS 2015年10月号に誤植がございました。
お詫びして訂正いたします。　

産業交流展 2015運営事務局   
TEL 03-3503-7320お問い合わせ

俊敏に放水を行う自衛消防隊員

C O N T E N T S
表紙の写真特集  技術開発支援部3セクター  

　高度分析開発セクター　
　強化ガラス表面強化層の強度評価技術開発 2
　システムデザインセクター
　売れる販促の全体をつかむ ４
　実証試験セクター
　製品開発のパートナーとして中小企業のものづくりを支援 ６
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表紙の写真は、走査型白色干渉計によるレ
コード表面の拡大画像です。走査型白色干
渉計は、非接触で表面形状・表面性状を
計測する装置です。レコード溝の深さを色分
けして表示することができます。また、レコード
針がこすれる壁のうねりも観察できます。

2015年5月号
石油系溶剤を含まないインキを使用しています。
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走査型白色干渉計による計測画像

　

I n f o r m a t i o n 11
都産技研から未来へ、先端技術情報を発信
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